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令和５年度第２回郡山市スポーツ推進審議会 議事録 

日  時 令和５年７月 27 日（木）午後４時から午後５時 30 分まで 

場  所 郡山市総合福祉センター ３階 視聴覚室 

出 席 者 委員（１０名（１１名中））※委員氏名五十音順 

松村賢剛会長、品川寿仁副会長、太田健二委員、齋藤道子委員、 

佐久間一晃委員、鈴木裕美子委員、成澤辰也委員、西田創委員、 

山本裕子委員、若松伸司委員 

郡山市及び事務局（６名） 

文化スポーツ部次長兼スポーツ振興課長 柳沼貴世 

スポーツ振興課 課長補佐 福本政之 

課長補佐兼施設マネジメント係長 庭山春生 

事業企画係長 麻生裕美 

施設マネジメント係 主査 上野由紀恵、主査 吉田直気 

公開・非公開 公開 

傍 聴 者 なし 

議 事 （１）提言書骨子（案）について（審議事項） 

（２）その他 

        （司会：スポーツ振興課 課長補佐 庭山） 

１ 開会 

 事務局が、委員過半数出席により当審議会が成立することを報告して開会。 

 

２ 会長挨拶 

今期の３回目の開催となります。２回目までに皆様から頂いたご意見を、事務局がまとめて大項目を

６項目、中項目を 13 項目に仕分けをして提言書骨子案を作りましたので、目を通して頂きたい。 

具体的に審議することとしては、この提言の６項目が妥当かどうか、多すぎるので項目をまとめた方

がいいとか、あるいはもう少し掘り下げて別の視点から見た方がいい等、ご意見を頂ければと思います。 

次回は、その意見をまとめて提言書（案）の形で事務局から提案頂くようになると思います。皆さん

のいろいろなご意見を頂きたいと思います。宜しくお願いします。 

 

３ 議事 

（郡山市スポーツ推進審議会条例第５条に基づき、松村会長が議長として進行。） 

■会議の公開・非公開 

松村会長 

 

 

事務局(柳沼次長) 

本日は、「提言書骨子（案）」について審議します。前回の審議会で決定したとおり

会議は公開とします。本日、傍聴人はおりますか。 

 

傍聴人はおりません。 
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（１）提言書骨子（案）について（報告事項） 

関係資料 【資料１】審議及びスケジュールについて 

【資料２】提言書骨子(案)項目及び意見一覧 

【資料３】提言書骨子(案)  

松村会長 

 

事務局 

(柳沼次長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局から説明をお願いします。 

 

骨子案についてご説明します。本日配付となってしまい、誠に申し訳ございません。

内容についてお話をいたします。 

【資料２】「提言書骨子(案)項目及び意見一覧」は、前回の審議会において頂いたご

意見をまとめたもので、確認のため、事前に送付させて頂いております。その後、修正

や追加のご意見を頂いた内容を反映しております。 

【資料３】「提言書骨子（案）」は、【資料２】の項目をもとにまとめさせて頂き、提

言書の骨子として作成したものです。【資料３】に沿ってご説明いたします。 

まず、骨子（案）の内容について、概要をお付けすればよかったのですが、内容とし

ては、 

まず、「現状と課題」を４点あげさせて頂いております。概要を申し上げますと、 

「１ スポーツ実施率の低下」 

「２ 誰もがスポーツを楽しむことができる環境の整備」 

「３ スポーツに関する啓発情報提供活動」 

「４ スポーツを核とした地域の交流連携が難しくなってきたことについて」 

ということで、皆様から頂いた課題についてまとめております。 

２番目に、提言の内容について、先ほど会長からもお話がありましたように、提言に

つきましてはⅥまでございます。ちょっと多いのかなというところもありますが、 

「Ⅰ 多様な主体が参加できる運動スポーツの機会創出」 

「Ⅱ 誰でも気軽にスポーツに親しめる環境づくり」 

「Ⅲ スポーツを支え、共に楽しむボランティアの育成」 

「Ⅳ パラスポーツの普及促進、誰もが一緒に楽しめるスポーツの機会創出共生社会

の実現」 

「Ⅴ 効果的なスポーツ情報の発信」 

「Ⅵ 関係機関との連携協力によるスポーツの推進」 

ということで、６つの提言を出させて頂いております。 

では、内容につきまして、【資料３】の 1 ページ目の方から説明させて頂きますので、

宜しくお願いします。 

 

１ 現状と課題 （１）スポーツ実施率の低下について 

郡山市のスポーツ実施率は、下降傾向で、現在 52.8%となり、特に 40・50 代が低い

状況であり、スポーツ実施率の低い層への対策が求められます。また、年代によって運

動スポーツの取組にばらつきがあるという現状です。こちらの内容としましては、前回

もお示しましたが、2022 年のネットモニターの調査結果について表示しております。

2022 年が 52.8%ということで、取り組んでない方の理由としては、「仕事や家事が忙し
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い」、「面倒くさい」、「お金に余裕が無い」、「育児が忙しい」、などの理由がございます。

スポーツ実施率の向上のために、誰もが気軽にスポーツに参加できる場や機会の創出、

子ども、子育て世代、高齢者など各世代および多様な主体のニーズへの対応が必要であ

ると、まとめてあります。 

（２）誰もがスポーツを楽しむことができる環境の整備について 

現在スポーツイベントや大会等へ参加した人の割合が 16.5%、スポーツ観戦した人の

割合が 24.6%と、上昇傾向にありますが、性別や年齢、障がいの有無を問わず、誰もが

気軽にスポーツを楽しめる環境がまだ充分には整っていないという課題があります。 

スポーツイベントや大会に参加した方の割合に関して、スポーツ観戦した人の割合、

スポーツ実施率について、ネットモニターの調査結果を載せております。 

スポーツを「する」だけではなく、スポーツ観戦・応援などの「みる」、指導者やボ

ランティアとしてスポーツを「ささえる」ことなど、それぞれが望む多様な形で参加で

きる場や機会が求められているという課題があります。 

誰もが一緒に参加できるスポーツとして、パラスポーツへの関心が高まっておりま

すが、市が行った調査では、生涯スポーツなどに関心がある方は過半数を超えているも

のの、そのスポーツを見たり、参加したことがある方は半数未満となっております。 

また、障がい者スポーツに関心がある方は 54.4%となっておりますが、観戦されてい

る方、競技を体験されている方につきましては約半数程度となっております。 

次のページをお開き願います。パラスポーツは、まだ広く身近な存在にはなっていな

いため今後も理解促進のための啓発や体験、交流の機会を確保する必要がある。また、

現状では障がい者と健常者が一緒にスポーツをする機会が少ないため、ともにスポー

ツを楽しみ、交流する場づくりをすることが必要である、という課題となっておりま

す。 

（３）スポーツに関する啓発、情報提供活動について 

現在、スポーツ実施の頻度が少ない方や非実施層に対して充分な啓発が行えていな

いのではないか、情報発信を強化する必要がある、という課題があります。またスポー

ツに関して欲しい情報がスムーズに得られない、情報や魅力の発信が不足していると

感じられる状況があるため、情報提供を充実させる必要がある、としております。 

（４）スポーツを核にした地域の交流・連携が難しくなってきたことについて 

地域スポーツの振興については、各地区体育協会等の地区組織が主体となり、運動会

などを開催するなど、住民自らで盛り上げてまいりましたが、人口減少による担い手の

不足、地域コミュニティの希薄化に加え、コロナ禍の活動自粛などを経て活動の維持が

困難となっている状況がございます。地域内の団体や組織、個人がより繋がり、地域コ

ミュニティに新しい価値とスポーツの好循環が生まれるような仕組みづくりが望まれ

ているという現状でございます。 

以上、４点が課題と現状ということで分析をしております。  

            

これらの課題を踏まえ、ネットモニターの結果、また、前回皆様から頂きました提言

等における課題等も踏まえまして、こちらの提言骨子とさせて頂いております。 
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提言Ⅰ 多様な主体が参加できる運動スポーツの機会創出 

こちらは、子どもから高齢者、障がいの有無に関わらず多様な方々、多様な状況にあ

る方々が参加できる機会を創出する、という内容になっております。 

（１）子どもや親子が楽しんで体を動かせる機会、遊びを通じてスポーツに触れる機会

の充実を図る。 

・子ども達が外で遊ぶ機会が少なくなっているため、遊びを通じて楽しく体を動

かすことやスポーツに親しむ機会の提供、自由に遊べる場所の提供を行う。 

（２）誰もが気軽に自由にスポーツを楽しめる「場づくり」等の機会を提供する。 

・誰もがいつでも自由にスポーツができる広場等を提供する。各種スポーツイベ

ントの開催、指導員等も配置する。 

・年齢や障がいの有無等に関わらず、気軽に楽しめる運動・スポーツの参加機会を

創出する。子ども、働き世代、高齢者等のあらゆる世代のそれぞれのニーズを捉

えた運動・スポーツの機会創出を図る。運動量が低下しやすい高齢者の健康維

持、運動する機会が少ない方にも参加しやすい施策等も推進する。 

（３）スポーツ教室やスポーツイベント等の更なる魅力アップを図り、誰もが参加しや

すい体制を整える。 

・郡山シティーマラソン大会のように、子どもから高齢者、障がいの有無に関わら

ず、様々な人が参加できる魅力的なイベントを実施し、市民のスポーツ参画を促

進する。 

・ポイント制を導入したスポーツイベント等、参加したくなる仕組みを取り入れる。  

以上が提言Ⅰとしてまとめております。 

提言Ⅱ 誰でも気軽にスポーツに親しめる環境づくり 

こちらにつきましては、先ほどの提言Ⅰで申し上げました機会の創出を促進する環

境づくりという内容でまとめてございます。 

（１）スポーツに楽しく取り組むために、指導・支援のできるスポーツ指導者やスポー

ツボランティアが活躍できる機会をつくる。 

・スポーツ施設内に、スポーツの相手をしてくれるボランティアや指導員等を配

置し、一人でもスポーツ施設を気軽に利用し、スポーツを楽しむことのできる環

境を整備する。 

・協力するボランティアもお互いに楽しめる環境を整備する。 

（２）豊富な地域資源や施設、各種イベントを活かした、健康ウォーキング等の運動が

しやすい環境を整える。 

・スポーツが気軽にできる場として公園や空き地等のスペースを積極的に活用する。  

・ウォーキングは最も親しまれる運動であることから、ウォーキングやランニン

グがしやすく安全な道路の整備等、関係部署と連携し、自然と歩きたくなるまち

づくりを推進する。 

・イベント開催時に、会場までの道のりにおいて、ICT を活用したウォーキングイ

ベントを実施する等、歩いて行きたくなる仕掛けづくりを行う。 

提言Ⅲ スポーツを支え、共に楽しむボランティアの育成 

（１）スポーツを「みる」「ささえる」機会の充実を図り、スポーツとの出会いに様々
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な選択肢を用意する。 

・東京 2020 大会においては、ボランティアや専門的スタッフ等が大いに活躍した

ことを踏まえ、スポーツ活動を「ささえる」人材を積極的に確保する。 

・子ども達がスポーツに興味を持ちながら、共に楽しむことのできるボランティ

ア活動の機会を積極的に提供する。 

（２）スポーツボランティアの資質向上を図りながら、障がいの有無に関わらず、共に

楽しめるスポーツの参加・交流の機会を創出する。 

・支援を必要とする障がい者をサポートするボランティアを増やし、障がい者が

スポーツに参加しやすい環境を構築する。 

・ボランティア参加促進に併せて、ボランティアの基礎知識や意識について学ぶ

研修を実施し、資質向上を図る。 

提言Ⅲは、ボランティアの内容についてのまとめでございます。 

提言Ⅳ パラスポーツの普及推進、誰もが一緒に楽しめるスポーツの機会創出、共生社会の実現 

（１）誰もが一緒に楽しめるパラスポーツの普及を推進するとともに、パラスポーツを

通じた交流や体験により共生社会への理解促進を図る。 

・パラスポーツは、障がい者のためのスポーツではなく、障がいのある人もない人

も高齢者もみんな楽しめる「もうひとつのスポーツ」であり、ボッチャなどのパ

ラスポーツを普及することで、障がいのある人とない人との交流、相互理解の促

進、共生社会の実現を図っていく。 

・パラスポーツの理解促進のために、積極的に体験の機会を提供する。 

・多様な主体に対して積極的に参加呼び掛けを行う。子どもや一般の方の参加を

増やすための広報を積極的に行う。 

（２）性別や年齢、障がいの有無などによって、スポーツの取組に差が生じないよう、

関係機関との連携を充実させる。 

・障がい者のスポーツ参画について、現状では、障がい者と健常者がともに活動す

る場が少ないことから、スポーツを通じた交流促進のために、関係機関との連携

協力により、積極的に交流の場づくりをする。 

・誰もがスポーツを楽しめるよう、障がいの特性等それぞれの状況に配慮した対

応を行う。 

・子ども、子育て世代、高齢者等の各世代や、障がい者等、多様な主体のスポーツ

参画の検討や事業を実施する際には、市の各関係部署と連携し、効果的に行える

ようにする。 

こちらについては、パラスポーツの普及推進ということで、障がい者の方や、そうい

った特性に関わらず、誰もが一緒に楽しめるスポーツを普及しましょうという内容に

なっております。 

続きまして５ページをお開きください。 

提言Ⅴ 効果的なスポーツ情報の発信 

（１）市のスポーツ情報が集まるサイトや場所の整備に努め、積極的なスポーツ・イベ

ント情報の発信、魅力発信を行う。 

・スポーツに関する情報が集まり、プロスポーツのチケット販売、スポーツの魅力
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松村会長 

 

 

 

 

鈴木委員 

発信、大会成績等の展示、パラスポーツ等の体験もできる、スポーツの情報拠点

となる場を整備する。ショッピングモールの中など、便利で気軽に立ち寄れる場

所に設置し、誰もが楽しくスポーツに触れることができ、郡山市らしいスポーツ

の機会を創出する場所にする。 

・郡山市におけるスポーツの情報が集まる情報プラットフォームをインターネッ

ト上に構築し、様々なスポーツの情報にアクセスできるようにする。 

（２）市が取り組む学校対象のスポーツ教育推進事業や、市民のスポーツ関連の活動の

様子、助成金等について積極的に情報発信する。 

・スポーツ振興課と学校の連携を強化し、「する・みる・支える・知る」スポーツ

推進事業等のスポーツ教育が多くの学校で実施されるよう周知を図る。 

・市独自のスポーツ顕彰の創設や、活躍した市民や団体をテレビ等の広報で取り

上げるなどにより、注目度を上げるとともに、スポーツ参画への意識高揚を図る。

・スポーツ団体の活動支援として県のスポーツ振興基金等、財源等積極的な情報

発信による支援情報を発信する。 

スポーツ情報の総合的な情報発信基地のようなものがあるとよい、という話があり

まして、その内容でまとめてございます。 

提言Ⅵ 関係機関との連携・協力によるスポーツの推進 

（１）プロスポーツを含む各競技団体、大学、医療機関等と連携し、スポーツによる健

康増進、アスリートの育成等を強化する。 

・大学や医療機関等と連携し、研究データ活用等により各世代の健康状態の傾向

等を把握し、スポーツを通した市民の健康増進に取り組む。 

・トップアスリート育成のための成長期に合わせたトレーニングメニュー、スポ

ーツ傷害予防法等についても、医療との連携等により対応していく。 

（２）地域のスポーツ活動を支える各団体が情報を共有してスポーツを推進し、まちづ

くりの創出にも繋げられるよう、連携・協働できるようにする。 

・地域スポーツの振興のために、必要に応じて、地区体育協会や町内会の体育担当

に対して、活動活性化のノウハウ提供や、必要な活動支援を市から行う。 

・まちづくりデザイン等の研究を行っている地元の大学との連携やボランティア

協力等により、地域スポーツ振興を図る。 

以上、６つの提言となっております。こちらにつきましては、先ほど議長の方からも

お話がありましたが、重複する部分や、ちょっと量が多いというところもあるかもしれ

ないので、皆様からの忌憚のないご意見を頂きたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

 

ありがとうございました。事務局から提案書骨子（案）について説明がありました

が、まず何かご質問等があれば。 いっぺんに６項目について説明して頂きましたので、

どこから切り込んでいっても、提言ⅠでもⅥでも構いません。ご意見等はいかがでしょ

うか。 

 

非常に立派な表現で、分かりやすい提言になっていますが、物足りないのは、受け取
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松村会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西田委員 

 

 

 

 

 

事務局 

(上野主査) 

 

 

 

西田委員 

 

 

った市がこれを読んだときに、では何から手を付けたらいいのかというところ。それぞ

れの項目で、具体的な提言をしないとわからないのではないかと思います。例えば、こ

ういう指導員を配置してほしいとか、こういう種目が手薄になっているので専門家を

配置してほしいとか。受け取った側が予算を立てられるように具体的な提言にしない

と。実現しようとしまいと、理想論がどこまでも言える委員会なので、してほしいこと

を具体的に言ってあげないと分からないのではないかと思います。私たちはスポーツ

に対して、ものすごく意識を高めているので、頭の中にはいろいろな構想があるわけで

すが、その構想をきちんと言わないと、どうしたらいいの？となる。立派なことがいっ

ぱい書いてあっても、「よく分かります、理解できます」と言われて、それで終わって

しまう可能性もなきにしもあらず。何もやってくれなくても、よくわかりました、で終

わってしまっては、私たちの努力は水の泡になってしまう、という不安があります。だ

から、バーンと 100 項目ぐらい提言して、その中の１つでも２つでも実現できたらい

いと思います。すごく立派な提言だけど、では何をしてほしいのか、というところま

で、私達はきちんと文章化して、構想を形にしないといけないのではないかと思います 

 

ありがとうございました。６項目ありますが、１つでも具体的な提案が必要ではない

かという鈴木委員のご意見です。その他いかがでしょうか。 

確かに、実現可能なものでも、ある程度理想論を立てて、その実現に向かっていく、

そういう審議会になると思いますので。できるとかできないとかを最初に言ってしま

うと話が進まなくなってしまいますので、こうしてできればいいな、という意見が沢山

出て、その中で１つでも２つでもまとめていければいいと思います。そういう意味で

は、どこの項目からでも結構ですので、皆さんの専門的な知識の中から、１つでも２つ

でも、具体的な提案を出していただければと思います。 

その他にもっと別の視点で、皆さん、私はこんなふうに思っていたという意見があり

ましたら、出していただければと思います。 

 

ファイヤーボンズの西田でございます。今、鈴木委員からあったように、具体性をど

うつけていくかというところが大事なのではないかと思います。 

この提言書はどういう取り扱いになって、誰が受理して、どうされていくものなのか

をお伺いしたい。予算という話もありましたが、どんな流れで、どう行き届くのでしょ

うか。 

 

スポーツ振興課の上野と申します。資料 1 をご覧ください。こちらに審議のスケジ

ュールがありまして、今回は、提言骨子案の確認となっております。提言書は、市のほ

うに提出しますが、市でその内容を見まして、その中から予算化していくものなどを精

査した上、予算化される場合もあります。 

 

資料１の「市への提言書提出」と書いてある、「市」というのは議会なのでしょうか。

どんなものなのか、わからないので。 
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事務局(上野主査) 

 

西田委員 

 

 

事務局(上野主査) 

 

西田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松村会長 

 

 

 

齋藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長のほうに提出をするようになります。 

 

市長が目を通して、これはいいなとなれば、じゃあこれを予算検討しなさいというの

が各部に落ちてくような、そんなイメージでしょうか？ 

 

はい。 

 

ありがとうございます。先ほど鈴木委員からもありましたが、どれだけインパクトを

与えられるか、というところではないかなと思います。この提言６つともすごく大事な

ことだと思いますし、多分どの市でもこういうことを考えられているのだろうと思い

ます。そんな中で、郡山市がこの東北に先駆けてこういうことをやっていくんだと。少

子高齢化でいかにシニアの健康寿命を伸ばしていくか、子ども達の健康意識を高めて

いくか、というところは、もう待ったなしだと思います。それをのんきにこのままやっ

ていくのですか？という危機感を持ってもらうような、それくらいのトップメッセー

ジのようなものを出して、本当にスポーツを真剣に考えて、向き合っていますか？とい

うようなことをぶつけて、その中で、具体的なことを筋道を立てて伝えないと、「まあ

大事だよね、健康・スポーツ。」で終わってしまうのではないかという心配があるので。

本当に市長になのであれば、市長が、「これは本当に大事なことだし、向き合わないと

いけない、どんどん人が流れていき戻って来なくなってしまう、でも子育ては郡山でし

たいと思えるような理由がこうして創れるよね。」というように持っていかないといけ

ないのでは。幸い、開成山の体育施設整備やパーク PFI 等の環境も良くなっていくと

いう好材料が揃っている中で、今がチャンスだし、逆に今動かないと、どんどん遅れを

とってしまうというような、そんな危機感を与えるような提言が、最初にトップメッセ

ージとしてあったらいいのではないかなと思いました。 

 

ありがとうございます。これなら何とかしようと思えるような、インパクトのある表

現の仕方で、具体的な例をつけながら提案したほうがいいのではないかというご意見

です。その他、どうでしょうか。 

 

私も鈴木委員、西田委員と同じような感じですが、やはりインパクトを与えるという

意味では、西田さんがおっしゃったように、このままでいいのかなと感じさせるか、も

しくは、ワクワクさせるのがよいのではないかなと思います。この文章では、両方とも

感じられないと思うので、私としては、ワクワクするような理想の形みたいなものを出

せるといいのかなと思っていて。それは例えばファイヤーボンズさんは、郡山市民全員

が、もっと言うと福島県民が、心が躍る、心が動かされる可能性を持っていると思いま

す。私は広島の出身で、今とてもワクワクしています。広島カープが十連勝。このワク

ワク感は、広島を離れた、出身の人間でも持ち続けます。ということは、スポーツはそ

うして人にプライドをちゃんと与えられるということ。その話を北海道新聞の人とし

たときに、「それ、駒大苫小牧高が甲子園優勝した時に、北海道民はみんな感じた。」と

おっしゃっていました。だから、そういう皆の心がワクワクするようなことを何か目標
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松村会長 

 

 

 

 

 

 

 

成澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松村会長 

 

 

 

太田委員 

 

 

 

的に出して。それには、ちょっとこの中では足りないと思ったのは、もちろん進化しな

ければいけないことなのかもしれないですけど、例えば、企業とかも巻き込んで、ファ

イヤーボンズが日本一になることで、郡山市民のプライド、自信をもう一つ上げる、と

いうようなこと。そういうことをもとに、「それなら、ボランティアも必要だよね。見

る人も必要だよね。スポーツをやって、もちろん中体連とかで頑張る人も必要だよね。」

というような一体感が見えるといいのではないかなと思います。 

 

ありがとうございました。エアリービーズさんが決勝リーグに残ったときに、２日

間、私達も埼玉に応援に行きました。やはり結構盛り上がりまして、帰りのバスの中

で、皆でワイワイして帰ってきて、よかったねえと言った思い出があります。地元のプ

ロスポーツが活躍するのを見ると、市民が元気をもらえるということが本当にあると

思います。 

その他いかがでしょうか。話があちこち飛びますが、情報発信という観点から、成澤

さんの意見はどうですか。 

 

ドコモビジネスソリューションズの成澤と申します。我々、ドコモビジネスソリュー

ションズは、ドコモと NTT コミュニケーションズが一緒になった会社なのですが、先

ほどの、具体的にしていかなければという話で言いますと、具体的にご提供できるサー

ビスは色々とあるなと思いまして。例えば、ポイントを導入したイベントという話があ

りましたが、それで言うと、例えば、山形県や宮城県のある市町村でご利用頂いている

「健康マイレージサービス」というものがあり、スマートフォンにアプリを入れて頂い

て、それが歩数計になっていて、ある程度の歩数になったらポイントが貯まるものと

か。あとはスポーツではないですが、健康診断の場所に行くとポイントが貯まるといっ

たことで、市民の健康を守るような、そんなサービスもご提供可能だと思って伺ってお

りました。あとは、教育のところで、郡山市さんで小中学校にタブレットのご契約を頂

いておりますので、それを有効活用できないかなと思っておりまして。宮城県のある私

立高校ですが、体育の授業をスマートフォンのカメラでいっぱい囲んで、誰かが体操し

ているところを皆がいろんな角度で、自分が見たい角度から見れるというサービスも

ありますので、そういうものを使いながら、盛り上げていければ、と思っておりまし

た。そのようないろいろなプラットフォーム、いろんなことでご提供できると思って聞

いておりました。 

 

ありがとうございました。私たちはそういうところの活用の仕方については疎いも

のですから。こういうのもできるよ、ということをご教示頂ければと思います。 

太田委員は、専門的なところから、いかがでしょうか。 

 

医師会のことで言うと、今回の提言とは別なのかもしれませんが、若い子たちがスポ

ーツをやれば、やはり、それなりの傷害を伴うわけですが、今のところ、それに対する

医師会の統一された取組というのはない。それぞれの診療所で自分達の経験をもとに

してやっているので、先ほど、まとめて医療機関で何かシステム作りができないかみた
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松村会長 

 

事務局(福本補佐) 

 

事務局 

(柳沼次長) 

 

 

 

 

 

松村会長 

 

 

 

佐久間委員 

 

 

 

 

 

いなことが、ちらっと書いてあったのですが、今のところはそういうものが無いという

のが一つ。 

あとは、今、医師会で取り組んでいることで言うと、皆さんがやっているような大き

な展望ではないのですが、郡山シティーマラソンの救護。あとは、スポーツ医学講演会

をやっていて、市の教育関係や体協関係の方とか、そういう方にも受講頂いておりまし

た。ここ３年程はコロナでやっていなかったのですが、それを、この秋から復活させよ

うということで考えております。 

あと、こんな話を今頃こんなところで言っていいのかどうか、ちょっとわからないの

ですが、多分、スポーツやる人とやらない人で二極化しているんですよね。小さい頃か

らスポ少でやってる子達と、全然やらないで自宅にこもってゲームをやってる子達。そ

うすると、スポ少からスポーツの方に流れていくのが自然の流れだと思うのですが、ゲ

ームをやってた子達はどうするのという話になると、今は、ｅスポーツというものが話

題になってきて、私達が昔では考えられなかったようなことがスポーツだと捉えられ

ているので。郡山で、もしそういうものがなければ、そういうことをやりだす人がいる

のかとか。そういう提案が逆にあってもいいのかなと、話を聞いていて思ったので。こ

の場で話すことが適切なことなのか、ちょっと分かりませんが、一つの意見として、ｅ

スポーツというのも、郡山で発展させれば、何か一つ目玉になるのでないかと思いまし

た。 

 

ｅスポーツについては、スポーツ振興課で何か研修等などをやっていたようですが。 

 

研修ではないですが、勉強はしております。 

 

ｅスポーツについては、先日、国際アートデザイン大学校の方が、今回ウランバート

ルで行われる東アジアのユース競技大会に出るということで、こちらに表敬訪問にい

らっしゃいました。東アジアユース競技大会というのは、例えば水泳とかそういった普

通の競技もある大会なのですが、その中のｅスポーツ競技で出場されるということで。

郡山市でもこういった学校もありますので、そういったところを進めるということも

あるのかなと思います。 

 

それぞれ具体的に、インパクトのあるものということも含めまして、鈴木委員が最初

に口火を切ってくれました。各項目で、具体的にこういうものを持ってきてはどうかと

いうご意見も含めてありましたら、意見を募りたいと思います。 

 

市中体連の会長をしております、安積中学校長の佐久間と申します。提言Ⅳで、パラ

スポーツの普及推進とか、共生社会の実現という項目があります。郡山市内の小中学

校、義務教育学校では、市教育委員会のご指導を受けまして、教育課程という、学校で

取り組む教育活動の計画がありますが、これにＳＤＧｓと関連付けて作成するという

ことになっております。ＳＤＧｓの持続可能な社会という視点で考えると、この共生社

会とかと繋がる部分がたくさんあります。また、こちらの提言の中にも、相互理解の促
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松村会長 

 

鈴木委員 

 

 

 

 

松村会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若松委員 

 

 

 

 

進とか、パラスポーツを普及させていくとかがあるので、ＳＤＧｓの項目と関連付ける

と、郡山市としてもそこはすごく取り組んでいるところなので、インパクトのあること

になるのかなと。具体的にここ、ということではないのですが、ＳＤＧｓとも関連付け

ていくとすごくいいのかなと思います。 

 

ありがとうございました。 

 

提言Ⅴに、スポーツ顕彰の創設というのがあって、ぜひ創設して欲しいと思います

が、では創設するとしたらどんな構想なのかとか、先進県で創設しているところの情報

等を少し参考までに補足資料として書いておくと、わかりやすくていいのではないか

と思います。 

 

その他いかがでしょうか。 

では、私の方から、提言ではないのですが、関係機関との連携というところで、前回

の審議会でも少しお話ししましたが、地域の体育協会がなかなか苦しんでいるという

話があって調査をしました。そうしたところ、「どう事業を再開してよいかわからない」

という意見がありました。体育協会に所属している 13 地区については、会長さん達を

呼んで現状を聞きながら、話し合うことができるのですが、中心部の旧市内のほうは体

協がありませんのでそれができない。旧市内では、スポーツ推進員と公民館が中心にな

って、各町内会で実施していて、体育協会には入っていないので、こちらから情報発信

するわけにもいかない。そして、市教育委員会の生涯学習課の所管になっています。そ

れで、その調査をした時に、各公民館でどんな活動がどれだけ中止になったかという情

報を、中央公民館から頂きました。そういうところとも連携を持って、旧市内の人達が

日頃どんなスポーツ活動をしているのかなど、もっと情報を掴んでおく必要があるの

ではないかと思います。だから、そういうところも含めて活性化を図るとすれば、どこ

が中心になってやるかということもありますが、こうやって連携して、情報を共有して

いきましょう、という提言があってもいいのかなと思っておりました。公民館活動と地

域の人達のスポーツ活動の連携をどうにかして強化していきたいと感じております。

課題の中にも、地域のスポーツ活動がなかなか進められてないということがあります

が、具体的に言うと、町内会活動に参加する人がほとんどいなくなってしまったとか、

そういう状況になりつつあるので、そういうところが元に戻れば、地域住民のスポーツ

の活動や健康増進に大きく役立っていくのかなと感じております。 

その他いかがでしょうか。どういう切り口でも結構ですので、ご意見をプラスしてい

きたいと思います。 

 

県障がい者スポーツ指導者協議会の若松と申します。提言の中で、パラスポーツ、障

がい者スポーツという言葉がたくさん入っていて、郡山市がかなり頑張ってくれたと

ころだと、私としてはすごく評価しているというか、嬉しく思っています。ただ、例え

ば提言Ⅳのところで、パラスポーツの普及、障がいのある人とない人の交流、その理解

の実現を図っていくというところ。先ほどの松村会長の話にも関連しますが、地域の老
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松村会長 

 

事務局 

(柳沼次長) 

 

 

 

 

 

松村会長 

 

 

 

人会とか、プレイセンターとかの活動に呼ばれて、ボッチャをやらせていただくことが

結構ありますが、「楽しいですね」、「いいですね」で終わってしまうんですね。福島市

の例で言うと、各地域対抗でボッチャ大会をやっていて、そのチームは、僕とお父さん

とおじいちゃんとか、そんな感じでやっていたりします。そこでベスト４くらいになっ

たら市の大会に出られますよ、またそこで優勝したら、ＮＦ、日本ボッチャ協会で行っ

ている東京カップに出場する権利が与えられますよ、というような流れがあるので、じ

ゃあ頑張ってやろうかなという意欲も湧いてくる。 

先ほどのポイント制にも関連する内容かなと思いますが、交流の場を積極的に作っ

ていくだけでは、「やりました」「楽しかったです」「よかった」で終わってしまいます

が、そうではなくて。例えば、ここで具体的な名前が出ている、郡山シティーマラソン

も、例えば 10 万人が参加する大会にするとか、日本一の部門に分かれている大会だと

か、何かそういうインパクトがあるようなものにしたりとか。パラスポーツで言えば、

一般の大会とか、例えば陸上の日本選手権の中で、最後に車椅子の 1,500ｍのレースを

やるとか。日本で世界記録を持っているような選手達は結構いらっしゃるので、そうい

う人達が活躍するような見せ場をつくるとか。 

例えば、EARTH という車椅子バスケチームがデモンストレーションを結構やっている

のですが、そういう体験ブースがあったり。バレーボールに関しても、シッティングバ

レーボールというパラスポーツもありますので、そういうもののＮＦ、日本協会さんや

連盟さんとの繋がりを持ちながら、見せる部分、楽しめる部分を強化できたらなと。 

話が変わりますが、資料３の「現状と課題」のところで、取り組めない理由として、

「仕事や家事が忙しい」とか、ちょうど僕達の世代のところがずぼっと抜けているなと

思ったのですが、家事や子育てで忙しいというのであれば、さっき言ったみたいに子ど

もを巻き込みながらとか。じいちゃん、ばあちゃんとか、家族皆で取り組めるようなも

ので、本当に一番身近なところである地域で行うような、ちょっと行けばできるという

ところから、大会に繋げていくとか、そういうことが具体的にこれから見えてくるのか

なと、そんなふうに思いました。 

 

ありがとうございました。すごく大切なところだと思います。 

 

本市においてもパラスポーツの普及を事業として進めておりまして、やはりボッチ

ャが、誰でも一緒にできるということで、ボッチャの用具貸し出しを行っております。 

先日も公民館に貸し出しをして、その中で高齢のおじいちゃん世代と、お孫さんのよ

うな世代でスポーツを一緒にやって楽しかったという話もありました。このスポーツ

は年齢や障がいの有無に関わらずできるスポーツですので、こういったものを具体的

に進めていくというも、内容としてはありがたいのかなと考えております。 

 

ありがとうございました。若松委員の方から話が出たように、「やりました」「楽しか

った」「よかったね」で、それももちろん大切なのですが、その先があれば、もしかし

て取組み方も変わってくるのかなと思います。これをやると、次に何ができる、次にこ

んなところに行けるとか、次の展開が見えるような取組ができればいいのかなと。ボッ
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松村会長 

 

事務局 

(柳沼次長) 

チャだったら、３回経験した人達で大会をやりますよ、というものがあると本気になっ

て入ってくるのかな、と話を聞いていて思いました。 

 

若松委員の話をなるほどと思って聞いておりました。確かに楽しいだけで終わるの

であれば、それは郡山市の中だけで終わってしまうのかなと思いますので、ぜひ、郡山

市から発信していくような、他県、全国から「こんなスポーツをやっていて、誰もが参

加していて、すごいなぁ」という声が聞こえてくるような発信の仕方を、私達は提案し

ていかなければならないのかなと思います。楽しいものは楽しんで、地域で終わってし

まうのもよいですが、逆に全国で「郡山市でこんなことをやってるんだ。じゃあ自分た

ちも地域でやってみよう。」と目を向けてくれるということもあるのかなと思います。

ぜひ全国に向けて、全国から誰か来ていただくような形もありだと思いますし、私達は

郡山市の中よりも、もっと大きなことも見ていったほうがいいのかなと思いました。 

 

ありがとうございました。その他いかがでしょうか。 

 

スペシャルオリンピックスの品川です。知的障がいの方のスポーツ団体なので、狭

い範囲でのお話になってしまうかもしれないですが、 若松委員がおっしゃったよう

にパラスポーツと同様、スペシャルオリンピックスも誰もが一緒に楽しめるスポーツ

ということで、知的障がいの方と一緒にスポーツをするユニファイド形式というやり

方が実はあります。健常者と知的障がい者が一つのチームになって競技をするという

もので、これはスペシャルオリンピックスの組織的にも全国大会があり、陸上やバス

ケ、サッカー等、競技種目もたくさんありますが、そういった共に楽しむ方法も、連

携の一つ、具体策の一つとしてあってもよいと思います。 

あとは、体験から次に繋がるということも大事でありながら、障がい者はスポーツ

に触れる機会も少ない、 機会にアクセスできないなどもあります。 

まず、 楽しむこと、経験することから始まる方もいらっしゃるので、そういう方

が参加しやすいアプローチをすることも並行して必要と思います。 

また、郡山市としてスポーツに力を入れて行くというトップメッセージが市からあ

るとよいと思います。私の印象として音楽には力を入れているイメージが強いです。

スポーツには力を入れていない訳ではないですが、「市としてスポーツを推進してい

る 」というものがあると、市民の皆さんもいろいろなスポーツ活動への理解や注目

されるのではないかと思いました。 

障がい者ですと、情報発信をされていても、それをキャッチする術がない、自分自身

で情報を得ることや、情報のある場所に行くということも難しいので、発信の仕方も、

広い意味で工夫が必要なのかなと思います。 

 

ありがとうございました。 

 

今の意見も本当にありがたくて、実は昨日、私は初めてボッチャをやりました。職員

何名かを集めて、どういうものかを体験するということでやりましたが、50 代位の普
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松村会長 

 

鈴木委員 

 

 

 

 

段は難しい顔をして仕事をしてるような人達が、すごくキャーキャー楽しんでやって

いました。そこで思ったのは、実際やってみないと、どういうものかわからないなと。

用具がどこかに置いてあって、それを「なんだろうね、これ」と言って、そこでできる

ような場所があるといいねという話になりました。そういったことも今後考えてみよ

うと思いますが、水泳とかバスケなどは、どういうスポーツなのか、皆わかると思いま

すが、ボッチャというのはどういうものだろうというところが、例えば、日頃から置い

てあったりするといいのかな、と考えていたところです。 

やはり、こういうスポーツがあるよということを、情報発信していかないとな、と考

えています。 

 

この前、若松委員から、畳一畳分あればできますという話をして頂きましたので。 

 

時間もかからずにできるので、忙しい人でも、本当に 10 分、20 分位でも、逆に長く

もできますし、そういうところもいいのかなと。あとは、やはり皆で一体感が出てくる

というところで、ボールを入れたときに、盛り上がったり、手を合わせたりとか、そう

いうところもあるので、なかなかよかったなと考えています。 

 

体験して楽しみがわかれば、参加者が増えていく可能性もありますね。そうすると、

そういう機会を作って、誰でもできるような工夫を、私たちが提言の中に入れるという

ことになりますかね。 

 

福島市はボッチャにすごく力を入れていて、各公民館に道具等が配置してあります。

私もさわりだけですが、何度かやったことがあります。ただ、やっぱり指導者がいたほ

うがよいというか、何も知らない状態でボッチャの道具が置いてあっても、それをやろ

うという気も起きないし、多分やれないと思います。提言Ⅲ（２）のところに、スポー

ツボランティアの資質向上を図りながら…、という言葉があって、ボランティアの研修

等を行って、スポーツボランティアという文化を作ろうという部分がすごく見えて、と

ても嬉しく思っています。そういった機会に、資格とまではいかなくても、ボッチャの

ちょっとした指導員というものを入れ込んでいくと、ボランティアとしてスポーツを

支えつつ、同時に、普及員みたいな、二重の力がつくと思うので、そういう意味では、

提言Ⅳのパラスポーツの普及という中には、指導とか資格とか、研修とか資質向上とい

う言葉が入っていなかったので、入れた方がいいかなと思いました。 

 

ありがとうございました。 

 

指導者に関して、実は福島市ではスポーツに限らず、いろんなジャンルの指導者の登

録制度があって、私もスポーツとか健康とか、あるいはジェンダー等に関して、こうい

う指導ができて、いつなら時間が空いてます、というようなリストがありますが、郡山

市では、スポーツに関する指導のできる人のリスト等が、いつでも市民がネットで調べ

られるようなシステムになっているのかどうか。質問です。 
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郡山市では生涯学習課が所管なのですが、スポーツだけに限らず、講師の先生を見ら

れるような「達人先生」というシステムがありまして、毎年更新で、郡山市のホームペ

ージにもジャンル分けして載せております。そういう生涯学習のいろいろな講師、お花

の先生とかもあれば、スポーツの講師とかも載せております。 

 

こちらのほうから、スポーツに限定してリンクできるようにもしているということ

でしょうか。 

 

そうです。 

 

昔作っていた人材バンクみたいなものが、ネット上に載っているんですよね。 

 

はい。前は冊子でやっていたのですが、今は冊子を無くしてホームページから誰でも

見られるように。電話番号を載せている先生もいますが、載せてない先生は、一度生涯

学習課を通して連絡をしておりまして、この公民館の講座に来てほしいとか、個人的に

団体さんが集まって、こういう先生に来てほしいというのを、生涯学習課を通してやっ

ております。 

 

鈴木委員よろしいでしょうか？ 

 

はい、ぜひ、人材バンクの活用みたいなのも文言がどこかにあるといいかなぁ、なん

て思いました。 

 

そうですね。 

 

先ほど、インパクトがあったほうがいいというような話をさせて頂いたのですが、

「楽都郡山」というようなところを、思い切って「スポーツの街 郡山」「スポーツと音

楽の街」でもいいですけど、何かそんな言い方を思い切って提言するというのはいかが

かなと思って。たくさんあると思いますが、ざっと調べた中で、愛知県豊橋市とか、千

葉県柏市とか、静岡県磐田市とか、あとはさいたま市も、「スポーツの街」と言ってい

て。「スポーツのまちづくり課」っていうふうに担当課の名前を変えていたりという事

例もあるようです。「スポーツのまち推進課」とか。そういうことがメッセージとして

も明確に伝わって、スポーツを通じてこの地域を豊かにしていくよ、というような方向

性が、郡山市にはこれから本当に時代に即して必要ではないかなと。音楽も素晴らしい

ものだと思いますが、健康ということ等を考えた時に、やっぱりスポーツ・運動という

キーワードがそこにミックスされていかないと難しいだろうと思いますので、そんな

提言が冒頭にあって、その下には皆さんから意見のあったようなことが散りばめられ

ていると面白いのではないかなと思いました。「音楽とスポーツの街」に変える、あと

は「スポーツのまちづくり課」というようなことを、名前は皆で考えればいいと思いま

すが、そんな課を作るというような提言があってもいいのかなと思いました。 
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あと、先ほどあったように、シティーマラソンに参加させますとか、年２回スポーツ

フェスティバルをやって、こんな規模のイベントをやりますとか、開成山公園を全部巻

き込んでやりますとか。そんなイベントを考えていくとか、シンボルになるような、そ

んな計画がいいのかなと思いました。 

あと、最後に、今申し上げた、柏市や磐田市、さいたま市とかっていうのは、こう謳

っているのですが、やっぱりその中核には、柏レイソルがあったり、ジュビロ磐田があ

ったりとか、やっぱりスポーツチームがあるんですね。それで、我々がまだ力不足であ

りますが、そういうシンボリックなチームがあると、いろいろなことを推進しやすいと

いうところがあって。街も、チームを利用して頂いて、やっていけるからこそ、そうい

う方向性になっているのだろうなと思います。なので、ファイヤーボンズだけが目立ち

たいというわけではなくて、ファイヤーボンズがうまく地域に溶け込みながら、街の発

展、スポーツ発展というところを推進していけたらいいのかなとも思います。なので、

そういった意味で、郡山市にはその可能性があるのかなと思いますので、そんな打ち出

し方はいかがでしょう、というところでした。 

 

関連して、ちょっと遊びなのですが、例えばスポーツ川柳とか、キャッチコピーとか

を毎年募集して、優れたものは目立つところに看板みたいなものを立てるとか。サブリ

ミナル効果のように、こうするといいことがあるとか、スポーツをすると健康にいいだ

とか。あるいは、健康や体に関して関心が高まる効果もあるだろうし、それからスポー

ツに関しての何かを作ろうというときに。その人は、少なくともスポーツに関して一生

懸命考えるわけで。スポーツの関心度がスポーツをやる人だけではなくて、普通の人と

いうか、言葉に関心のある人たちも巻き込んで、スポーツの意識が高まるのではないか

なと。ぜひ、スポーツ川柳やキャッチコピーを募集して公表するというようなこともや

って頂きたいなと思いました。 

 

わかりました。やっぱり、提言の頭にドカーンとコピーを付けて、インパクトがある

ような、これをやるぞという意欲が湧くようなコピーがあれば、よろしいかなという感

じがします。 

 

先ほどのお話で、ボッチャを体験してくださったということで、大変ありがたいと思

います。実は、東京オリパラの時に、小池都知事がボッチャが大好きで、都庁チームが

あったりとか。そんなふうに、スポーツを前面に出していってもよいのかなと。例えば

おんぷちゃんに、ファイヤーボンズのユニフォームを着せちゃうとか。新国立競技場の

前に、オリンピックの博物館がありますが、そこには、例えば、ボルトが走る時の一歩

の歩幅はこれです、というものが出てきたりとか、見ただけですごいなと感じるような

ものがあります。それで、例えば、市役所のホールの床にボッチャのコートのラインが

引いてあったりしたら、そういうスポーツに力を入れていて、もしかして、ここでたま

にやっているのかな、というイメージがちょっと植えつけられる。市庁舎の階段に何歩

歩くと何カロリーという表示がありますが、例えば、走り高跳びの日本記録の高さはこ

こですよ、というようなものを、棒を立ててそこに書いておくとか。そんなにお金をか
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松村会長 

 

 

 

佐久間委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けなくても、何かそういうことで、スポーツをすごく気にしている市というイメージが

持てるのかなと思うので。私自身、スポーツの拠点地域ということにすごくこだわって

お話をしてきたと思っていますが、障がいをお持ちの方々は、あえてそれを見に行こう

というのはなかなか厳しいと思うので、ショッピングモール等、買い物に行ったついで

にちょっと立ち寄れるような、そういった場所がいいなと思います。人の集まるような

市の公共施設というと、ビッグアイとかになると思うのですが、車椅子の人や重度障が

いの方が行くことはほとんどないかなと。モールとかフェスタとかには、買い物に行っ

たりすると聞いたので、そういうところにあるといいなと思いました。 

それから、指導員のことに関してですが、毎年、郡山市の香久池のほうで、パラスポ

ーツ指導員の養成講習会をやらせて頂いております。提言に書いてあるような、一緒に

やってくれる方というよりも、指導員なので、障がいの理解等をしっかりと学んだ方々

です。スポーツをする機会が必要だけれど、スポーツするにあたってはいろいろと配慮

をしなくてはいけないという方もいらっしゃる。その配慮すべきことがどういうこと

なのかを学ぶ機会。パラスポーツ指導員が配置されるということは、すごくいいことだ

と思いますので、今年は 12 月の初旬中旬、多分３日、９日、10 日の予定で、県のほう

で動いてやっておりますので、周知をかけていきたいと思っております。 

あと一点ですが、私の本職は特別支援学校の教員なのですが、佐久間先生がおっしゃ

っていた、特別支援学級の子ども達は部活に入ってらっしゃるのかな？というところ

で、他地域ではありますが、中体連の種目にボッチャが入っていて、特別支援学級の子

ども達が参加するという取組をしている市があります。なかなか体育や部活に混ざれ

ないような、支援学級の子ども達もいらっしゃると思うのですが、そういう子ども達の

きっかけになる取組だと思います。話が離れてしまいますが、せっかくこういった機会

なので、経験したことをフィードバックできたらと思い、お話しさせて頂きました。 

 

ありがとうございました。小体連の陸上交換会に支援学校の児童達が来て、今年も参

加して頂きました。今の意見などを参考にして、できれば、なかなか大変だと思います

が、中体連の方で検討していただければと思います。その他いかがでしょうか。 

 

若松委員から貴重なご意見、教えて頂いてありがとうございました。今すぐ回答でき

ませんけれども、何かの形で、中体連だったり、いろんな行事もありますので、考えて

いきたいと思います。 

あと一つ、先ほど齋藤委員の方から、心がワクワクするような取組という話がありま

したが、私もずっと野球をやっていたのですが、中学校の時に中体連でたまたま開成山

野球場で試合ができました。思い返すと、プロ野球選手の王さんとか長嶋さんもここで

やっていたんだなぁと思い、すごく感動したことを今でも覚えています。ですので、今

度、開成山地区体育施設が改修されるので、提言Ⅰの「スポーツの機会創出」とありま

すけれども、ぜひ、改修される開成山の体育施設を使ってのスポーツイベントというの

を、ここで考えていくといいのかなと思います。 

例えば、私も今の開成山野球場が改修する前に、仲間と「さよなら開成山野球場」と

いうイベントをしたことがあります。これは本当にボランティアで、自分たちでお金を
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鈴木委員 

集めて、いろんな方に協力してもらってやったのですが、結構たくさんの人達が来て、

イベントに参加してくれました。中には、開成山野球場の土を持って帰る方もたくさん

いたので、開成山っていうのは、郡山市民にとっては本当に思い出の大切な場所なのだ

と実感し、そこの施設をうまく使うことが大切かなと思いました。 

 

ありがとうございました。その他ございませんか。 

 

事業をするときに、一つひとつ後援申請等を出すのですが、締切が早かったり、結構

面倒なところがあります。多分、面倒だと思っている方も多いと思うのですが、先程、

西田委員がおっしゃったような「スポーツと音楽の街」を宣言するとしたら、事業をや

る市民のほうから、それに合うイベントをやりましょうという企画をあげてもらって

もよいのではないかと思います。それに対して、郡山市が「スポーツと音楽の街イベン

ト認定」といったお墨付きをポンと出すような。後援ほど面倒ではないような。どんな

小さなことでも、それにあげると、例えば、情報発信の核にすると言っていた情報プラ

ットフォームや、あるいは街の中の情報コーナーとかにそれが載るというような。なる

べく、スポーツ振興課の人が手をかけるのではなく、市民があげるという形を作ると楽

だし、皆も自分事になって、じゃあお墨付きをもらおうかな、となるのかなと思いま

す。 

 

市民が立ち上がってということに関連して、ふくしま国体が 1995 年に行われた後、

県が 20 億の予算を取ってスポーツ振興基金を作っていて、4000 万ほどの利息をいろん

なスポーツ団体に分けていて、私も委員をやっているのですが。福島県は総合型地域ス

ポーツクラブの先進県で、その頃から、全県的にクラブが立ち上がるよう一生懸命取り

組んで、スポーツに関心のあるいろんな方達に、スポーツの専門家ではなくても、スポ

ーツをやってみたい主婦の方とかにでも、ノウハウを指導したり、お金を付けたりし

て、それで結構全県的に総合型地域スポーツクラブも 30 年経っていて安定している状

態なのですが、郡山市の状況はいかがでしょうか。活性化しているのか、あるいは停滞

しているのか。もう何年も経っているので、繁栄したり衰退したりと各クラブでいろん

な状態になっているものですから、郡山市の状況がわかれば教えて頂きたいです。 

 

日本スポーツ協会の新たな認証登録に今回申請したのは、郡山では 1 クラブです。

総合型クラブを謳って活動しているクラブは、今のところ４つ５つほどでございます。

発展しているかといいますと、していない、ということになります。 

 

実態は、ほとんど１つの競技くらいしかできなくて、総合型の活動はほとんどできて

いない。 

 

はい。 

 

それは多分、地域の人たちの厚意とか善意とか、自主的な意思に任せているのではな
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鈴木委員 

 

 

西田委員 

 

松村会長 

 

西田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いかなと、私はそう感じたのですが。県としては、体協に総合型地域スポーツクラブの

立ち上げとか継続のために、かなり何百万もお金を出している実態があります。でも、

いろいろ聞いてみると実際はどうなのかなと。学生の卒論の研究などで調査すると、必

ずしもいい結果が得られてはいないようだったので、なんでかなぁと。やっぱり、もう

一つ何か足りないことがある。善意に頼っているだけでは、やはり繁栄はしないんだろ

うなと、私としては感じています。郡山もそうなのかな、なんて思いました。 

 

私は、立ち上げの仕事をずっとやりまして、郡山の現状をいうと、総合型地域スポー

ツクラブは、各中学校区で１個ずつ創るということだったので、26 地区でスタートし

ました。行政の指導も受けながら、補助金も、国と県と市のものを合わせて、各クラブ

を立ち上げてくれということで、私も立ち上げに参加して、実際に活動もやったのです

が、結局５・６年位で、皆立ち消えになってしまいました。結局、新しく立ち上げると

いうやり方で、校区だと小さくて人材も少ないということで。どの地区も、その地域の

中で活動をしているスポーツクラブの方々の協力を得ながら構築していくという形を

とったのですが、なかなか新しい方が入ってくれなくて、だんだん立ち消えになったと

いうことです。この辺で上手くいってるのは本宮市で、会長さんをよく知っていました

ので、どういうふうに今まで運営してきたのか聞いてみたら、本宮市の体育協会が中心

となって、全市で１個の総合型地域スポーツクラブを作ったということでした。本宮市

で１つの地域クラブを作って、全市の中から会員を募集して運営していくということ

で、うまくいって、今も続いているということでした。どうしても、補助金を打ち切ら

れると、お金を出してまでやるかという、小さいところでやるのは、なかなかあの段階

では難しかったかなと、実際にやってみて思いました。 

 

次回のスポーツ振興基金の理事会で、そういう情報をお伝えします。ありがとうござ

いました。 

 

まさにそこの持続性、永続性がすごく難しい。 

 

そうなんですよね。 

 

私も今、なんとかプロスポーツの立場で貢献できないかなとすごく思っていて、部活

動改革の問題もある中で、我々は、営業機能が会社の中にあるというスポーツ団体なの

ですが、そこが多分ほかの部活とか業界団体と違うところだと思って。僕らがその中に

入って舵取りというか、皆さんと一緒に、できれば我々が地元の企業さんとくっつけて

いきながら、財源を確保しながら、子ども達とか、子どもに限らずシニアも含めた幅広

い年代でいいと思いますが、そういう人達がこぞって通えるような、そんな大きな総合

型地域スポーツクラブのようなものが、開成山という素晴らしい場所があるので、本当

にギュっと凝縮したいい場所なので、あそこでそんなことができて、32 万人のうち 1

万人が登録しているという位の話になれば、１人 1000 円位でも成り立つと思うんです

よね。でも、それが本当に 50 人しか集まらないと、１人 1000 円の会費ではとても賄
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松村会長 

えないので。でも、やるとしたら、今おっしゃって頂いたような、全市で１つの大きな

ものを皆で創りませんか？ということができたら、本当に一世帯当たりの負担は本当

に少なくやっていけるのかなと。夢物語に近いかもしれないですけど、そんなことがで

きたらいいのかなと想像しているところでした。 

 

今、少子化の問題で、いろんな小学校で、いろんなクラブがあったのが、もう成立し

なくて、試合にも出られなくて、福島市では、３校、４校で合体して、何校かでチーム

を作って出るような実態があります。私達は、スポーツの振興を叫んでいるのですが、

実際、小学校の現場では、できるスポーツがかなり限られて、本当にチームが組めない

ような状態があるので、そういう点にも配慮して、どうしたらいいのか考えていかなけ

ればいけないと思いました。 

 

予定した時間を延長して、まとめられず申し訳なかったですが、６つの項目から具体

的なものを挙げていくという話から、インパクトがある提言を作った方がいいという

意見もあって、皆さんからいろんなご意見を頂きました。最後にご意見等ありますか。 

 

（意見等なし。） 

 

よろしいでしょうか。皆さんから頂いたご意見につきましては、事務局で整理し、前

回と同様に提案としてまとめた上で審議会に提案書の内容を確認するということでよ

ろしいでしょうか。 

 

（異議なし。） 

 

それでは、議題１については以上といたします。 

 

（２）その他 

松村会長 

 

 

 

松村会長 

 

事務局(柳沼次長) 

 

 

 

 

松村会長 

 

それでは次に、議題２「その他」になります。委員の皆様から、何かございますか。 

 

（意見、質問等なし。） 

 

なければ、事務局の方で何かありますか。 

 

一つだけ。皆様からご意見を頂きまして、「多様な主体におけるスポーツ参画の促進」

という内容で、皆様にご提言を頂いているような形となりますので、今、６項目の構成

としておりますが、今回、皆様から頂いたご意見を入れ込んで、構成が若干変わること

があるかもしれないですが、それをご了承いただければと思います。 

 

今次長の方から説明ありましたが、よろしいですね。 
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松村会長 

 

 

事務局(庭山補佐) 

 

 

 

 

 

（異議なし。） 

 

それでは、議題２「その他」については、以上といたします。本日の議事はすべて終

了いたします。ご協力ありがとうございました。議長の任を解かせて頂きます。 

 

松村会長、ありがとうございました。また、委員の皆様方、慎重なご審議をありがと

うございました。 

次回の審議会については９月に開催を予定しておりますが、後日、改めて日程調整を

させていただくこととしておりますので、よろしくお願いいたします。 

以上をもちまして、令和５年度第２回郡山市スポーツ推進審議会を終了いたします。

皆様、本日はお忙しい中、大変ありがとうございました。 

 

 


